
科目名称：工学倫理

モジュール名称：モジュール５：倫理リテラシーを高めるために（１）

一覧表

	キーワード
	解　説

	倫理リテラシー
	倫理問題について判断を誤らないために必要なさまざまな知識やスキルの総体。

	倫理学
	「人はいかにいきるべきか」「行為の選択はいかにすべきか」などの基本原理に関する研究を行う学問。

	功利主義

(utilitarianism)
	関係者全員の幸福を最大化するように行動せよ、という功利の原理を基本原理とする倫理学理論。

	義務論

(deontology)
	行為の善し悪しは、その行為や意図が義務にかなっているかどうかで判断される、とする倫理学理論。カントの「自律性の尊重」などがその代表とされる。

	徳倫理学

(virtue ethics)
	ある行為者がどれだけ徳を身につけているかをもとにその人の行為の善し悪しを判断する倫理学理論。判断の指針としては「徳のある人ならどう行動するか」と考えることになる。

	反照的均衡

(reflexive equilibrium)
	理論と個別の場合についての判断を照らしあわせ、両方を少しずつ修正して全体の調和をとる方法。反省的均衡ともいう。

	帰結主義

(consequentialism)
	行為の善し悪しはその行為の結果のみに基づいて判断されるべきだ、とする倫理学理論で、功利主義はその代表。功利主義の項も参照。

	尊厳死 (dignified death)
	末期症状の苦しみや集中治療室で生かされている状態は人間の尊厳に反するという考えにもとづいて延命を停止すること。
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